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　韓国で採択された国際共同研究により開発を進めている赤外線カメラについて紹介する。赤外線カメラの登場後、赤外
線観測は飛躍的な効率の向上を見ているが、赤外線カメラ自身の普及は世界的には未だ限られた範囲にしか拡がっていない
のが現状である。この理由は赤外線検出器の入手性の悪さ（供給量の少なさ及び価格の高さ）に起因している。我々は韓国
における赤外線天文学のスタートと星生成領域及び球状星団の赤外線観測を目的として、ソウル大学６０ｃｍ望遠鏡用の赤
外線カメラの開発を進めてきた。この結果１９９５年１２月には、このシステムで最初の赤外線イメージを得ることがで
き、韓国における最初の天文観測用赤外線カメラの完成を見た。このカメラは今後星生成領域のサーベイ観測や球状星団の
赤外線測光観測、そして大学院生の教育を目的として使用を進めていく予定である。本講演ではこの共同研究による赤外線
カメラの開発とそれによって得られた結果について報告を行う予定である。


